
 

 

群馬県生協連女性協議会では、３月２８日（火）１０時から、ＮＰＯ法人ピルコンによる

「家庭における性教育について」をテーマとした学習講演を行います。 

保護者を対象とした内容ですが、春休み期間中の開催のため、ご希望があればお子さんも

視聴いただけます。 

参加申込は、群馬県生活協同組合連合会ホームページから受け付けています。 

URL： https://gunma-ccu.jp  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の運営委員会は会員生協訪問として、昨年春にコープぐんま初の６００坪

店舗として新規オープンした「コープみさと店」で行いました。 

運営委員会後の視察では、阿部店長に売場フロアーと普段立ち入ることができな

いバックヤードを案内いただきました。その後、意見交換会を行い、阿部店長から

のみさと店の説明を受けた後、運営委員の感想等意見交換を行い、「商品が見やす

い什器を使用していて買い物がしやすい」、「もう少し農産品を充実させても良いの

では」といった意見が出されました。                       阿部店長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コープみさと店外観                       店内のようす 

 

 

 

 

フートピア２１では、林業体験視察と交流会を開催し、県連女性協からは、 

藤原副会長（利根保健生協理事）が参加しました。 

午前中は林業体験、午後は意見交換交流会を行いました。 

※ 視察交流会の詳細は、群馬県生協連のホームパージでご確認いただけます。 

 

【参加した藤原副会長の感想】 

３年ぶりのフートピア21は、快晴に恵まれ絶好の視察日和でした。現場は2人だけで、

オペレーターが数分で伐採・枝打ち・長さを切り揃えて道路脇に積み、チェンソーは木や枝

が込み入っている所で、50㎝程の大木があっという間に地響きを立てて切り倒されました。

手入れをされた美しい杉林を久しぶりに見ました。県や国の6割が森林でありながら、急峻

な地形や輸入木材で山林は荒廃し、いたる所太陽光パネルが設置されています。林業は傾斜

地の危険な仕事であり数十年の時がかかりますが、パルプや建築資材など多様な用途があ

り、温暖化防止や貯水･洪水土石流防止･生物多様性など多くの役目を果たしています。大型

機械の導入で安全に作業ができ、生計を立て国土の未来を守って欲しいと思いました。 

 

 

 

 

   

 

 

 

https://gunma-ccu.jp/


 

 

群馬県生協連女性協議会では、２月８日（水）午前中に富岡市生

涯学習センターにおいて、群馬県の出前講座「富岡製糸場と絹産業

遺産群」の受講し、午後は、富岡製糸場の視察を行いました。 

２０２２年１０月の群馬県消費者大会の記念講演において、「富岡

製糸場は、女性の就労の場の確保につながった」という説明を受け、富岡製糸場

と女性の社会進出との関係について学習しました。 

 

 

 出前講座では、群馬県立世界遺産センター職員の今井洋平主任を講師に迎え、主に富岡製糸場に

ついて説明を受けました。軽快な口調でのわかりやすい講義で、富岡製糸場がつくられた時代背景

や、当時の工女の状況を学ぶことができました。 

富岡製糸場で技術を習得した工女は、指導者として各地で活躍しました。 

講師の今井主任 

出前講座受講のようす 

 

 

  

富岡製糸場視察では、ツアーガイドを依頼し、説明を受けながら視察を行

いました。工女の日常生活のようすやエピソード等を含めた説明で、当時の

状況を知ることができました。 

 稼働当初の工女の労働時間は、定時間勤務（1日８時間）で、日曜定休と当

時としては画期的でした。また、入浴は毎日、食事は支給、診療所等も完備さ

れ労働環境は良好でした。民営となってからは労働時間の延長もありました

が、読み書きや裁縫の教習があるなど、労働環境は他企業より良好でした。 

 
ツアーガイドとの視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

151 年前の建物が大変美しいです。地元群馬の地に存在する富岡製糸場を誇りに思います。女性の就労場として当時の状況を知るこ

とができました。故郷や親元を離れて働く伝習工女を心配しましたが、良好な労働環境に安堵しました。女性の社会進出を先駆け活躍が日

本の近代化に繋がり、生き方を力強く教えられました。工女の働きが身を結び世界遺産となったことを忘れてはならないと思います。 

                             コープぐんま 野原 多香子 

明治５年に創業した富岡製糸場は、２０１４年に近代産業遺産として初めて世界遺産に登録されました。良質で安価な生糸を世界各地

へ届ける起点となっていたこと、そして製糸業の近代化と発展のために群馬をはじめ埼玉・長野・山口から多くの工女が入場し「伝習工女」

として活躍したことを学びました。 運営委員の皆様と交流できたことも心に残りました。            パルシステム群馬 田代 裕子 

私にとっては、上毛カルタでおなじみの「日本で最初の富岡製糸」ですが、訪れたのは初めて。“上毛カルタの札”以上の事を知らず、遺

産としてカルタ札になっていると思っていたので、昭和の終わりまで操業していた事に驚きました。今現在、操業当時の建物がそのまま残って

いる事に感動し、操糸の様子を説明付きで実際に見ることができ、貴重な経験となりました。            生活クラブ 中島 瑞恵 

私の父方の実家は大きな養蚕農家でした。祖父母が日夜桑を摘み、お蚕を育てていたことを今でも覚えています。富岡製糸場は世界遺産

群の一つで歴史的建造物であるくらいの認識しかありませんでした。しかしながら視察を終えて、祖母達が大事に育だてあげた繭が、富岡製

糸場にて生糸になっていたのかもしれないと思うと点が線になり、より一層富岡製糸場を身近に感じる事が出来ました。また、そこで働く工女さ

ん達は地元に戻り、新しい器械製糸技術を国内に広め良質な生糸生産を行うための技術者（工女）であったこと、労働環境も先進的であ

ったとを知り、現在の私たちの職場環境改善の先駆けにもなっていたと思うと、その当時にタイムスリップしてみたくもなりました。 

      こくみん共済 coop＜全労済＞ 羽鳥 雅世 

すぐ近くに住んでいながら富岡製糸場の訪問は初めてでした。視察前に出前講座として、富岡製糸場の役割についての学習を

受けました。その後富岡製糸場の見学をガイド案内付きで視察しました。建物の外観が建てた当時と変わらない 150 年前のままと

いうことにすごい技術で作られたことに感銘をうけました。今回いろいろなことを学習できて本当にためになり良かったです。 

                                 はるな生協 金屋 智美 

 

新体制となり初の視察学習会。「日本で最初の富岡製糸」の絵札にある工女さんについて学びました。彼女達の役割、待遇、給与、労

働時間など整った労働環境であったのだと正直驚きました。ただ官営から民営に移り労働条件改定の反対でストを決行した事もあったようで

す。今回は通常の運営委員会と違い運営委員さん同士、女性ならではのトークをしながら視察見学ができいい学習の場となりました。 

                          コープぐんま 木榑 千恵子 

官営時工女は 8 時間労働･日曜日は休日、習字･裁縫･読書等の教育も受けられた先進的な待遇に驚きました。製糸場のガイドさんは広

い敷地を案内しながら、彼女たちの日常を見ていたかのように話してくれました。鏑川を南に望む高台に建てられた数々の建物と、整然と並ん

だ機械の美しさに圧倒され、世界一の絹輸出国にした明治政府の殖産興業の意気込みと、工女たちの努力が偲ばれた遺産群でした。操

業を停止してからも、莫大な維持費をかけて１８年間製糸場を守った片倉工業に深く敬意を表します。 

                                利根保健生協 藤原 京子 

2014 年世界遺産になる前に行った時は感動しました。今回、今井洋平氏による「富岡製糸場の工女労働」の講義を受けた後見学しま

した。明治 5 年国策で官営模範工場として設立された。工女たちは全国から集められ技術伝播としてちらばり役目を果たします。この時期

の工女労働は西洋式で日曜日休み、8 時間労働、診療所あり、全寮制で毎日入浴し、余暇は手習いもでき、賃金は今の四千円ほど、

厳しい規則はあったものの待遇はよかったと聞く。楽しく働いていた様子に驚きました。しかし、この時期の経営は赤字であり明治 26 年民営

化に伴い労働時間が増し収益が上がり黒字になっていくことに一理あり印象に残るお話しでした。       北毛保健生協 木暮 洋子 

今井先生は「工女は労働者？技術者？」という切り口で、工女の待遇、給与、役割、労働時間などについて詳しく教えてくださいまし

た。私は、映画「紅い襷」や TV の歴史番組などから工女は日本初の官営工場で知識と技術を習得し、地元へ戻って教育者となる日本

初の若くてプライドの高い女性国家公務員（技官）であったと思っていましたが、第１期工女の中には 50 代の人もいたこと、修業年限は１～

３年なのに 3 年勤めた人は少なく、２～３か月で帰ってしまう人もいたこと、当時としては高い給料だったにもかかわらず、きれいな着物を付で

買って支払えなくなり親元にお金を無心していたことなど、若い娘さんの一面が見えるお話しも楽しかったです。  

 群馬中央医療生協 中野 真由里 

 

富岡製糸場外観                    製糸場内部 


